
グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

平成28年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

45,645,830平均値 62.5 59.9 65.4 65.7 65.0平均値 45.5 45.8 48.9 50.3 49.8

当該値 61.4 63.3 64.7 65.9 67.5

H28 H24 H25

当該値 32,303,246 32,850,011当該値 66.8 69.2 69.2 69.5 72.2

H26 H27 H28

当院が担っている役割を本市以外の自治体若しく
は民間医療機関が担うことは想定できないことか
ら、現に有している医療機能を堅持していく必要
がある。そのためには医師派遣元である大学並び
に関係医療機関との連携を一層緊密にし、医師を
はじめとする、医療スタッフの確保・育成による
チーム医療の充実を図ることが重要であると認識
している。医師をはじめとするスタッフが充足さ
れることで、住民が安心して医療を受けられる体
制が整備され経営の改善がなされ、安定した経営
基盤の維持に繋がっていくものと考えている。し
かし、現状、かかりつけ医である一次医療機関が
少なく、本来の役割である二次医療が損なわれて
おり、今後は、医師確保は当然としても、行政機
関との協同を図りかかりつけ医（開業医）の誘致
等の推進、超高齢社会の医療ニーズの把握に努め
るとともに、関係機関との連携・強化等に努めて

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H26 H27

34,565,434 35,048,246 35,648,044

「施設全体の減価償却の状況」 「機械備品の減価償却の状況」 「建設投資の状況」

平均値 39,169,586 40,264,615 41,593,368 42,578,034

全体総括

平均値 22.7 23.2 23.2 23.9 23.8平均値 54.0 54.0 55.6 54.8 55.8

19.8当該値 58.6 58.6 63.2 62.3 70.0

平均値 45,929

当該値 21.1 20.6当該値 8,596 8,710 9,106 9,502 9,18234,929 33,830 20.9 20.8当該値 33,968

「収益の効率性①」 「収益の効率性②」 「費用の効率性①」 「費用の効率性②」

2. 老朽化の状況

平均値 11,409 11,941 12,272 13,096 13,55250,413 50,510

2. 老朽化の状況について

当院の施設は、本館棟が完成から33年、精神科棟
が43年と経年劣化が見受けられる年数となってい
る。精神科棟については、平成28年に耐震基準を
満たすため耐震補強工事を行ったほか、併せて、
病棟の改修工事を（H28年-H29）2年間の予定で実
施している。なお、医師が最新の医療機器を用い
て診療に従事でき、過大な投資とならないよう医
療機器の購入並びに施設の改良工事を計画的に行
うものである。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H26 H28 H24 H25 H26 H27 H28H27 H28 H24 H25 H26 H27

48,203 48,921

71.3 72.6

「経常損益」 「医業損益」 「累積欠損」 「施設の効率性」

89.1 85.3 80.7 73.1 76.3 平均値92.6 92.2 90.2 91.1 90.1 平均値 70.5 70.6

34,323 33,650

57.6 57.0

平均値 99.4 99.0 97.7 98.0 97.2 平均値

131.7 137.6 162.0 当該値 64.3 61.983.7 83.8 76.3 当該値 80.7 87.6

70.6

当該値 98.7 96.5 92.0 93.8 88.6 当該値 90.1 88.3

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

当院の経営状況は、平成23年度に循環器内科、平
成27年度に耳鼻咽喉科、平成28年度には泌尿器科
の常勤医師が不在になったことに伴い、入院診療
体制の休止並びに出張医による外来診療体制へと
変更となるなど、最低限での診療体制を維持する
ための医師派遣経費が増加している。さらには、
医師不足に伴い常勤医師への業務負担が増大した
ことを受け、勤務改善・業務改善として、各種手
当の見直しを行ったため給与費が増加したもので
ある。その結果、一般会計が負担するべき経費の
範囲で経費負担をしていただき、資金不足が生じ
ないよう経営の健全化を目指すと伴に、経営改善
に向け目標数値の設定など努めている。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H28H27 H28 H24 H25 H26 H27H26 H27 H28 H24 H25 H26

60.1
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※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
Ⅰ 地域において担っている役割

1. 経営の健全性・効率性 宗谷二次医療圏[総面積4,626k㎡]広域な面積を有
する圏域の基幹病院であるが、隣接している他の
二次医療圏域からの患者も多数受け入れている。
当院は、圏域において唯一の産婦人科、精神神経
科、眼科、耳鼻咽喉科を有する地域センター病院
として二次医療を担っているが、「かかりつけ
医」が不足している当地域において、併せて一次
医療をも担っているものである。当地域での輪番
制が廃止されて以降、24時間365日の救急医療に
取組み、圏域住民の生命と健康を守る重要な使命

35,490 20,356 非該当 ７：１ 219 -

【】

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

許可病床（合計） －

直営 21 対象 透 未 訓 救 臨 感 へ 災 輪 100 4 362

- - ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

条例全部 病院事業 一般病院 300床以上～400床未満 自治体職員　その他 258

経営比較分析表（平成28年度決算）
北海道稚内市　稚内病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）
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④病床利用率(％)
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②医業収支比率(％)
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①経常収支比率(％)
【98.4】
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①有形固定資産減価償却率(％)
【50.7】
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②機械備品減価償却率(％)
【65.7】
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③１床当たり有形固定資産(円)
【44,050,160】
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⑧材料費対医業収益比率(％)
【24.1】
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⑦職員給与費対医業収益比率(％)
【55.2】
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⑥外来患者１人１日当たり収益(円)
【13,758】

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

⑤入院患者１人１日当たり収益(円)
【49,667】


